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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
仏
祖
統
紀
』
の
出
版

會
谷　

佳
光

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　
『
仏
祖
統
紀
』（
以
下
略
「『
統
紀
』」）
は
、
南
宋
の
理
宗
朝
末
期
か
ら
度
宗
朝
に
か
け
て
、
天
台
宗
の
釈
志
磐
が
『
景
徳
伝
灯
録
』
を
は
じ
め

と
す
る
禅
宗
の
灯
史
に
対
抗
し
、
天
台
宗
の
正
統
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
編
纂
し
た
仏
教
史
書
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
天
台
宗
の
み
な
ら
ず
、

仏
教
の
歴
史
全
般
に
及
び
、
さ
ら
に
は
儒
教
・
道
教
に
関
す
る
史
事
に
旁
及
す
る
。

　

本
書
の
出
版
は
数
多
く
の
勧
縁
者
の
協
力
を
得
て
、
そ
の
執
筆
中
の
咸
淳
元
年
か
ら
四
明
東
湖
の
地
で
開
始
さ
れ
、
ま
ず
咸
淳
七
年
に
四
十
巻

が
完
成
・
印
造
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
宋
末
に
は
編
年
体
の
中
国
仏
教
史
で
あ
る
法
運
通
塞
志
十
五
巻
を
加
え
た
五
十
五
巻
本
が
刊
行
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
宋
版
四
十
巻
本
は
現
在
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
が
（
１
）、
宋
末
の
開
版
と
見
ら
れ
る
五
十
五
巻
本
は
、
日
本
の
渋
江
全
善
・

森
立
之
『
経
籍
訪
古
志
』
に
狩
谷
棭
斎
旧
蔵
書
と
し
て
著
録
さ
れ
る
の
み
で
現
物
は
伝
わ
ら
な
い
（
２
）。
元
代
に
お
け
る
出
版
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
明
代
に
は
、
洪
武
年
間
に
南
京
で
開
版
さ
れ
永
楽
元
年
に
完
成
し
た
官
版
大
蔵
経
、
洪
武
南
蔵
に
収
録
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
永
楽
帝
の
命

で
洪
武
南
蔵
を
再
編
・
重
刊
し
た
永
楽
南
蔵
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
は
万
暦
年
間
に
民
間
で
開
版
さ
れ
た
嘉
興
版
大
蔵
経
（
以
下
略
「
嘉
興
蔵
」）

に
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
明
版
は
い
わ
ば
五
十
五
巻
本
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
洪
武
南
蔵
本
で
は
底
本
が
巻
第
二
十
一
を
欠
い
て
い
た
た
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め
、
こ
れ
を
建
文
年
間
に
僧
録
司
左
善
世
で
あ
っ
た
釈
溥
洽
が
続
編
し
た
。
靖
難
の
変
で
即
位
し
た
永
楽
帝
は
建
文
帝
の
存
在
を
歴
史
か
ら
抹
殺

し
よ
う
と
努
め
、
さ
ら
に
建
文
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
溥
洽
を
囚
禁
し
、
永
楽
南
蔵
本
か
ら
溥
洽
の
続
編
し
た
巻
第
二
十
一
を
削
除
し
、
巻
第
二
十

二
以
降
を
一
巻
ず
つ
繰
り
上
げ
た
。
し
か
し
巻
首
に
あ
る
目
録
は
五
十
五
巻
本
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
本
文
と
目
録
の
間
に
巻
数
の
不
一
致
が

生
じ
た
。
嘉
興
蔵
本
は
永
楽
南
蔵
本
を
重
刊
す
る
際
に
こ
の
不
一
致
に
気
づ
き
、
本
文
に
合
わ
せ
て
目
録
を
五
十
四
巻
に
変
更
し
た
。
こ
の
嘉
興

蔵
本
は
光
緒
三
十
四
年
に
重
刊
さ
れ
た
他
（
明
治
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
本
（
以
下
略
「
大
正
蔵
本
」）
の
底
本

（
増
上
寺
報
恩
蔵
所
蔵
本
）
に
も
用
い
ら
れ
た
。

　

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
古
活
字
本
と
そ
の
覆
刻
本
、
及
び
嘉
興
蔵
本
の
覆
刻
本
の
計
三
種
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
本
は
版
に
よ
っ

て
内
容
構
成
・
本
文
に
相
当
の
異
同
が
あ
り
、
そ
の
書
誌
学
的
研
究
は
す
で
に
佐
藤
成
順
氏
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
、

『
大
日
本
続
蔵
経
』
所
収
本
（
以
下
称
「
卍
続
蔵
本
」）
と
大
正
蔵
本
と
い
う
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
テ
キ
ス
ト
間
に
存
す
る
異
同
に
つ
い
て
詳
し
い

分
析
を
行
っ
た
（
３
）。
し
か
し
な
が
ら
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
和
刻
本
に
つ
い
て
は
考
察
が
簡
略
で
あ
り
、
な
お
多
く
の
検
討
課
題
が
残
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
江
戸
時
代
、
寛
文
天
和
間
に
鉄
眼
禅
師
に
よ
っ
て
黄
檗
版
大
蔵
経
（
以
下
略
「
檗
蔵
」）
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
和
刻
本
仏
典
の

出
版
と
檗
蔵
と
は
非
常
に
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
し
か
し
佐
藤
氏
の
論
文
で
は
和
刻
本
『
統
紀
』
と
檗
蔵
と
の
関
係
に
つ
い
て
全
く
言
及

し
て
い
な
い
。
ま
た
卍
続
蔵
本
『
統
紀
』
と
和
刻
本
と
に
共
通
点
が
多
い
と
結
論
す
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
和
刻
本
が
ど
う
い
っ
た
経
緯

で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
を
加
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
檗
蔵
と
の
関
係
を
含
め
て
和
刻
本
の
出
版
に

つ
い
て
書
誌
学
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　

な
お
本
稿
末
に
【『
仏
祖
統
紀
』
版
本
系
統
図
】
を
付
し
た
の
で
随
時
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

二　

古
活
字
本
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『
統
紀
』
の
古
活
字
本
は
、
現
在
、
大
東
急
記
念
文
庫
（
久
原
文
庫
（
４
）旧
蔵
本
）・
杏
雨
書
屋
（
内
藤
湖
南
恭
仁
山
荘
旧
蔵
本
）
に
所
蔵
さ
れ
、
ま

た
現
在
行
方
不
明
な
が
ら
詳
し
い
書
誌
と
書
影
が
伝
わ
る
も
の
に
栗
田
文
庫
（
５
）本
が
あ
る
（
６
）。
今
回
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
ら

れ
た
の
で
、
そ
の
書
誌
を
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

仏
祖
統
紀
五
十
五
巻　

原
欠
巻
第
二
十
一　

宋
釈
志
磐
撰　

全
二
十
一
册
（
７
）

単
辺
縦
二
十
二
・
七
横
十
六
・
二　

有
界
十
一
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行　

双
花
魚
尾
小
黒
口　

無
点　

有
図

首
咸
淳
五
年
釈
志
磐
「
仏
祖
統
紀
序
」　

次
「
掌
局
斎
生　

真
要
」
以
下
校
正
僧
五
名
勧
縁
邑
士
三
名
校
正
賛
縁
居
士
二
名
連
記　

次
「
仏

祖
統
紀
通
例
」　

次
咸
淳
中
釈
志
磐
「
仏
祖
統
紀
目
録
」　

次
「
教
主
釈
迦
牟
尼
仏
本
紀
第
一　

仏
祖
統
紀
巻
一
／
天
宋
景
定
四
明
東
湖
沙
門

志
磐
撰
」　

以
下
至
巻
五
十
五　

巻
頭
編
著
事
項
巻
第
二
十
七
第
二
十
九
第
三
十
五
至
第
三
十
八
第
四
十
至
第
五
十
一
「
景
定
」
作
「
咸

淳
」　

巻
第
五
十
二
至
第
五
十
五
「
景
定
」
作
「
咸
淳
」
又
「
東
湖
」
作
「
福
泉
」　

一
部
巻
末
有
刻
工
者
名
勧
縁
者
名　

次
咸
淳
七
年
釈
志

磐
「
刊
板
後
記
」　

版
心
題
「
統
紀
」　

無
刊
記　

題
簽
題
「
仏
祖
統
紀
」（
写
）　

墨
消
し
印
記
二
種

　

匡
郭
の
四
隅
に
は
活
字
本
の
特
徴
で
あ
る
切
れ
目
が
確
認
で
き
る
。
巻
第
三
十
二
第
三
十
三
に
は
計
十
点
の
図
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
点
が
整

版
で
あ
る
。
無
刊
記
本
で
あ
る
が
、
川
瀬
一
馬
・
山
鹿
誠
之
助
両
氏
は
慶
長
元
和
間
、
栗
田
氏
は
慶
長
年
間
の
古
活
字
印
本
と
鑑
定
す
る
。
川
瀬

氏
は
刊
年
判
定
の
根
拠
を
「
褐
色
原
表
紙
の
裏
に
慶
長
版
節
用
集
（
行
書
体
）
の
摺
遣
を
使
用
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
り
、
本
書
の
活
字
の
様
式
か

ら
見
て
、
寛
永
ま
で
は
降
ら
ぬ
も
の
と
見
ら
れ
る
。」
と
す
る
。
川
瀬
氏
等
の
説
に
従
い
、
慶
長
元
和
間
の
印
刷
と
見
て
お
き
た
い
。

　

佐
藤
氏
は
古
活
字
本
の
覆
刻
本
（
以
下
略
「
覆
古
活
字
本
」、
次
節
を
参
照
）
と
共
通
点
の
多
い
卍
続
蔵
本
を
分
析
し
、
こ
れ
が
宋
版
四
十
巻

本
の
原
型
を
伝
え
る
一
方
、
志
磐
没
後
の
史
事
の
加
筆
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
古
活
字
本

に
つ
い
て
は
『
新
纂
禅
籍
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
古
活
字
本
中
に
は
古
活
字
本
出
版
時
の
序
跋
が
存
在
し
な
い
た

め
、
そ
の
出
版
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
注
目
す
べ
き
は
次
の
六
点
で
あ
る
。

①
巻
数
と
序
目
の
内
容
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古
活
字
本
の
巻
数
は
、
巻
首
の
自
序
が
「
凡
之
為
五
十
四
巻
。」
と
記
す
の
に
対
し
、
目
録
は
五
十
五
巻
の
内
容
構
成
を
伝
え
、
本
文
も
巻
第

五
十
五
で
終
わ
る
。
た
だ
し
全
五
十
五
巻
の
う
ち
巻
第
二
十
一
を
欠
く
。
巻
第
二
十
一
は
目
録
に
よ
れ
ば
諸
師
列
伝
第
十
一
で
あ
り
、『
統
紀
』

の
解
題
で
あ
る
巻
首
の
通
例
に
も
「
…
作
諸
師
列
伝
十
一
巻
。」
と
あ
る
か
ら
、
本
来
巻
第
二
十
一
に
は
諸
師
列
伝
第
十
一
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
こ
の
状
況
は
洪
武
南
蔵
本
で
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
古
活
字
本
と
洪
武
南
蔵
本
の
底
本
は
と
も
に
巻
第
二
十
一
を
欠
く
五
十
五
巻
本

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
古
活
字
本
は
洪
武
南
蔵
本
の
よ
う
に
巻
第
二
十
一
を
溥
洽
の
続
編
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
な
い
。
ま
た
古
活
字

本
は
咸
淳
五
年
志
磐
自
序
の
次
に
「
掌
局
斎
生
、
真
要
」
と
記
し
、
次
い
で
『
統
紀
』
の
校
正
に
当
た
っ
た
僧
侶
五
名
を
連
記
し
、
次
い
で
勧
縁

邑
士
三
名
・
同
校
正
賛
縁
居
士
二
名
を
記
し
、
宋
版
四
十
巻
本
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
の
に
対
し（
８
）、
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
に
は
掌
局
斎
生
・

勧
縁
邑
士
・
同
校
正
賛
縁
居
士
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
活
字
本
の
底
本
は
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
そ
れ
以

前
の
宋
版
四
十
巻
本
に
直
接
連
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②
各
巻
の
巻
首
の
書
式

　

各
巻
巻
頭
第
一
行
は
篇
名
、
各
篇
の
巻
次
、
書
名
（
仏
祖
統
紀
）、
全
体
の
巻
次
の
順
に
記
し
、
第
二
行
の
編
著
者
事
項
に
は
「
天
宋
」
と
冠

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
一
行
の
書
式
は
正
史
の
体
裁
に
倣
っ
た
も
の
で
、
宋
版
四
十
巻
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
王
朝
名
に
「
天
」
字
を
関
す

る
の
は
他
に
例
を
知
ら
な
い
が
、「
大
宋
」
と
い
う
の
と
同
様
、
自
王
朝
に
対
す
る
敬
称
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
洪
武
南
蔵
本

系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
巻
頭
第
一
行
に
書
名
、
全
体
の
巻
次
だ
け
記
し
、
第
三
行
に
篇
名
、
篇
次
（
一
～
十
九
）、
各
篇
の
巻
次
を
記
し（
９
）、
第

二
行
の
編
著
者
事
項
に
「
天
」
字
が
な
い
。
こ
れ
は
明
王
朝
の
官
版
で
あ
る
洪
武
南
蔵
本
で
は
宋
王
朝
に
対
し
て
敬
称
を
用
い
る
必
要
が
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
古
活
字
本
が
「
天
宋
」
に
作
る
の
は
、
そ
の
底
本
が
宋
版
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
宋
版
の
勧
縁
者
・
刻
工
名

　

宋
版
四
十
巻
本
に
は
全
四
十
巻
中
、
二
十
六
巻
に
勧
縁
者
・
刻
工
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
が
古
活
字
本
に
も
見
ら
れ
る
（【
校
正

者
・
勧
縁
者
・
刻
工
名
対
照
表
】
を
参
照
）。
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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ａ
宋
版
四
十
巻
本
に
あ
り
、
古
活
字
本
に
も
あ
る
。　

巻
第
四
第
五
第
十
二
第
十
三
第
五
十
第
五
十
一
の
計
六
巻

ｂ
宋
版
四
十
巻
本
に
な
く
、
古
活
字
本
に
も
な
い
。　

巻
第
十
一
第
十
七
至
第
二
十
第
二
十
五
第
二
十
六
第
二
十
九
第
三
十
三
第
三
十
七
至

第
三
十
九
第
五
十
五
の
計
十
三
巻（

（（
（

ｃ
宋
版
四
十
巻
本
に
あ
り
、
古
活
字
本
に
な
い
。　

巻
第
一
第
二
第
六
至
第
十
第
十
四
至
第
十
六
第
二
十
二
至
第
二
十
四
第
二
十
七
第
二
十

八
第
三
十
至
第
三
十
二
第
三
十
四
の
計
十
九
巻

　

こ
の
う
ち
ａ
・
ｂ
は
、
古
活
字
本
の
勧
縁
者
・
刻
工
名
の
記
載
状
況
が
宋
版
四
十
巻
本
と
全
く
同
じ
例
で
あ
る
。
な
か
で
も
両
本
で
巻
次
が
異

な
る
名
文
光
教
志
二
巻
（
（（
（

に
、
全
く
同
じ
勧
縁
者
・
刻
工
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
活
字
本
は
や
は
り
宋
版
四
十
巻
本
と
非
常
に
密
接
な
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
底
本
は
宋
版
四
十
巻
本
そ
の
も
の
、
ま
た
は
そ
の
重
刊
本
に
対
し
て
、
法
運
通
塞
志
十
五
巻
を

加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ａ
・
ｂ
に
対
し
、
ｃ
は
勧
縁
者
・
刻
工
名
の
記
載
状
況
が
宋
版
四
十
巻
本
と
異
な
る
例
で
あ
る
。
こ
の
異
同
が
古
活
字

本
の
底
本
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
か
、
古
活
字
本
の
組
版
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
宋
版
四
十
巻
本
と
異
な
る
部
分
が
あ

る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
。

④
法
運
通
塞
志
十
五
巻
の
存
在
と
そ
の
挿
入
位
置

　

法
運
通
塞
志
十
五
巻
は
宋
版
四
十
巻
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
活
字
本
で
は
宋
版
四
十
巻
本
の
巻
第
三
十
四
法
門
光
顕
志
と
巻
第
三

十
五
名
文
光
教
志
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
入
位
置
は
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
と
一
致
す
る
が
、
日
本
に
は
洪
武
南
蔵
・
永
楽
南
蔵

と
も
ほ
と
ん
ど
伝
入
し
て
お
ら
ず
、
嘉
興
蔵
本
は
古
活
字
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
万
暦
四
十
二
年
序
刊
本
で
あ
り
、
古
活
字
本
刊
行
当
時
は
ま
だ
日

本
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
古
活
字
本
の
開
版
者
が
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
位
置
に

法
運
通
塞
志
を
挿
入
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
古
活
字
本
の
底
本
に
お
い
て
す
で
に
こ
の
位
置
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
底
本
は
宋
版
四
十
巻
本
で
も
洪
武
南
蔵
本
で
も
な
く
、
両
本
の
間
に
位
置
す
る
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
宋
版
五
十
五
巻
本
で
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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⑤
儒
教
・
道
教
・
讖
記
に
関
す
る
記
事
の
存
在

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
、
覆
古
活
字
本
と
共
通
点
の
多
い
卍
続
蔵
本
と
、
嘉
興
蔵
本
を
底
本

と
し
た
大
正
蔵
本
と
を
比
較
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
宋
版
四
十
巻
本
・
卍
続
蔵
本
と
も
に
存
在
す
る
の
に
対
し
、
大
正
蔵
本
に
は
一
貫
し
て

存
在
し
な
い
点
に
気
づ
き
、『
統
紀
』
が
洪
武
南
蔵
に
入
蔵
さ
れ
る
際
に
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
す
る
。
近
年
刊
行
さ
れ

た
洪
武
南
蔵
の
景
印
本
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
存
在
せ
ず
、
佐
藤
氏
の
推
測
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
古
活
字
本
に

は
こ
れ
ら
の
記
事
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
活
字
本
が
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
よ
り
も
『
統
紀
』
の
原
型
に
近
い
姿
を
伝
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
志
磐
没
後
の
史
事
の
加
筆

　

こ
の
こ
と
も
す
で
に
佐
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
佐
藤
氏
は
覆
古
活
字
本
と
共
通
点
の
多
い
卍
続
蔵
本
に
依
拠
し
て
考
察
を
加
え
た
に
す

ぎ
ず
、
覆
古
活
字
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
古
活
字
本
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
。
佐
藤
氏
は
後
人
の
加
筆
が
甚
だ
し
い
巻
と
し
て
巻

第
十
九
諸
師
列
伝
と
巻
第
四
十
九
法
運
通
塞
志
を
特
に
取
り
上
げ
る
が
、
い
ま
古
活
字
本
の
巻
第
四
十
九
法
運
通
塞
志
を
見
て
み
る
と
、
覆
古
活

字
本
と
の
間
に
大
き
な
異
同
が
存
在
す
る
。

　

古
活
字
本
で
は
巻
第
四
十
九
の
第
三
丁
か
ら
第
五
丁
表
ま
で
理
宗
朝
の
史
事
を
記
し
た
後
、
第
六
丁
か
ら
再
び
「
理
宗
〈
嘉
定
十
四
年
…
」
と

し
て
理
宗
朝
の
記
事
を
記
す
の
に
対
し
、
覆
古
活
字
本
で
は
古
活
字
本
第
三
丁
か
ら
第
五
丁
表
が
な
く
、
理
宗
朝
の
再
述
部
分
が
第
三
丁
か
ら
始

ま
り
、
最
終
丁
は
古
活
字
本
よ
り
三
丁
少
な
い
第
二
十
丁
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
古
活
字
本
の
第
六
丁
以
下
、
つ
ま
り
覆
古
活
字
本
の
第
三
丁
以

下
で
は
、
理
宗
朝
の
記
事
の
後
に
、
元
王
朝
の
滅
亡
ま
で
を
記
す
他
、
さ
ら
に
遼
・
金
の
史
事
に
も
言
及
し
て
お
り
、
志
磐
没
後
の
記
事
は
こ
こ

に
集
中
し
て
い
る
。
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
を
見
る
と
、
古
活
字
本
の
第
一
丁
か
ら
第
五
丁
表
に
相
当
す
る
部
分
し
か
な
く
、
第
六
丁
以
下
は

な
い
。
ま
た
古
活
字
本
の
目
録
に
は
「
第
四
十
九
巻
／
法
運
通
塞
志
八
／
宋
〈
寧
宗　

理
宗
〉」
と
あ
る
だ
け
で
、
遼
・
金
・
元
の
名
は
見
え
な

い
。
以
上
の
点
か
ら
、
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
と
共
通
す
る
古
活
字
本
の
第
五
丁
表
ま
で
が
志
磐
の
筆
に
な
り
、
第
六
丁
以
降
は
、
理
宗
朝
の
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再
出
部
分
を
含
め
て
後
人
の
加
筆
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
覆
古
活
字
本
は
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
志
磐
の
親
筆
と
見

ら
れ
る
第
三
丁
か
ら
第
五
丁
表
ま
で
を
削
除
し
、
わ
ざ
わ
ざ
後
人
の
加
筆
部
分
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
巻
第
四
十
九
に
は
、「
天
宋
」・「
大
元
」（
十
丁
裏
六
行
目
等
）・「
大
明
」（
二
十
一
丁
裏
九
行
目
）
と
い
っ
た
王
朝
を
尊
重
す
る
言
葉
が

複
数
混
在
す
る
。
お
そ
ら
く
志
磐
没
後
、
元
人
・
明
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
史
料
が
、
ど
こ
か
の
時
点
で
『
統
紀
』
の
本
文
に
取
り
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
明
人
が
こ
れ
ら
の
記
事
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
他
王
朝
の
敬
称
を
そ
の
ま
ま
残
す
と
は
考
え
が
た
い
し
、
明
代
に

な
っ
て
元
王
朝
ゆ
か
り
の
人
物
が
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
み
ず
か
ら
の
王
朝
を
滅
ぼ
し
た
明
王
朝
に
対
し
「
大
明
」
と
い
う
敬
称
を
用
い
る

と
は
考
え
が
た
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
志
磐
没
後
の
史
事
は
中
国
以
外
の
場
所
で
加
え
ら
れ
た
と
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
想
定
さ
れ

る
の
は
古
活
字
本
刊
行
の
地
、
日
本
で
あ
り
、
次
い
で
日
本
へ
の
主
要
な
書
物
伝
播
ル
ー
ト
で
あ
る
朝
鮮
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
古
活
字
本
は
、
洪
武
南
蔵
本
以
前
の
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
宋
版
四
十
巻
本
（
ま
た
は
そ
の
重
刊
本
）
に
法
運
通

塞
志
十
五
巻
を
加
え
て
宋
末
に
刊
行
さ
れ
た
五
十
五
巻
本
（
原
欠
巻
第
二
十
一
）
を
底
本
と
し
て
、
志
磐
没
後
の
史
料
（
日
本
人
も
し
く
は
朝
鮮

人
の
手
に
な
る
可
能
性
あ
り
）
を
取
り
込
ん
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

三　

覆
古
活
字
本

　

覆
古
活
字
本
は
、
今
回
調
査
し
た
だ
け
で
も
、
下
記
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
。

　
　

東
洋
文
庫
（
岩
崎
文
庫
。
請
求
三―

Ｄ―

ｂ―

五
）

　
　

成
田
山
仏
教
図
書
館
（
請
求
四
九―

六
七
。
以
下
「
成
田
本
」）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
（
請
求
八
二
一―

一
四
九
。
以
下
「
国
会
本
」）

　
　

身
延
山
大
学
図
書
館
（
請
求
星
二
一―

Ｃ
九
二
三―

Ａ
六―

三
〇
、
簡
単
な
調
査
の
み
）
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駒
沢
大
学
図
書
館
二
部
（
請
求
二
一
四
／
Ｗ
一
Ａ
、
欠
第
一
冊
、
以
下
「
駒
本
Ａ
」。
請
求
二
一
四
／
Ｗ
一
、
以
下
「
駒
本
Ｂ
」）

　
　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
二
部
（
請
求
Ｃ
四
〇―

四
五
〇
四
、
以
下
「
東
総
本
Ａ
」。
請
求
Ｃ
四
〇―

二
七
、
以
下
「
東
総
本
Ｂ
」）

　
　

大
東
急
記
念
文
庫
（
請
求
三
一
函
三
七
架
四
一
二
番
。
以
下
「
大
東
急
本
」）

　

著
者
も
一
部
所
蔵
し
て
お
り
、
日
本
で
最
も
流
布
し
た
『
統
紀
』
の
版
本
で
あ
る
。
い
ま
最
も
早
印
と
見
ら
れ
る
成
田
本
（
（（
（

の
書
誌
を
記
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　

仏
祖
統
紀
五
十
五
巻　

原
欠
巻
第
二
十
一　

宋
釈
志
磐
撰　

全
二
十
册　

原
装
二
十
一
册

単
辺
縦
二
十
二
・
三
横
十
六
・
〇　

無
界
十
一
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行　

双
花
魚
尾
小
黒
口　

句
送
返
縦
点　

有
図

巻
首
至
版
心
題
与
古
活
字
本
同　

無
刊
記　

題
簽
題
「
仏
祖
統
紀
」　

印
記
「
成
田
／
図
書
／
館
蔵
」

　

そ
の
版
式
は
慶
長
元
和
間
古
活
字
印
本
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
な
お
か
つ
整
版
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
字
版
の
よ
う
に
字
並
び
が
ガ
タ
ガ
タ
し
て

い
て
、
両
版
の
字
様
も
近
似
す
る
等
、
古
活
字
本
を
版
下
に
し
て
訓
点
を
加
え
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

開
版
時
期
に
つ
い
て
、『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』
は
寛
永
頃
と
推
測
し
、『
東
京
大
学
総
合
図
書
館
漢
籍
目
録
』
は
江
戸
初
期
と
す
る
。
そ
も

そ
も
古
活
字
本
は
近
世
初
期
の
約
五
十
年
間
に
盛
行
し
た
後
、
再
び
整
版
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
そ
の
整
版
に
よ
る
覆
刻
は
古
活
字
本
出
版

に
近
接
し
た
寛
永
年
間
に
多
く
行
わ
れ
た（

（（
（

。
こ
の
時
期
に
『
統
紀
』
の
覆
古
活
字
本
の
開
版
時
期
を
想
定
す
る
目
録
が
多
い
の
は
、
そ
の
た
め
で

あ
ろ
う
。
寛
永
年
間
か
そ
れ
に
近
い
時
期
の
開
版
と
見
て
よ
か
ろ
う
が
、
刊
記
が
な
い
た
め
確
か
な
開
版
年
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
を
知
る
た
め

の
唯
一
の
手
が
か
り
は
、
東
洋
文
庫
本
の
巻
首
・
巻
尾
に
捺
さ
れ
る
次
の
納
経
記
で
あ
る
。

掃
雲
院
殿
無
染
了
心
大
姉
、
喜
捐
浄
資
、
請
三
蔵
聖
教
六
千
七
百
七
十
一
巻
、
新
建
経
蔵
於
此
山
以
奉
之
。
所
冀
功
利
、
三
塗
八
難
、
共
得

脱
苦
、
報
徳
洽
被
、
四
恩
三
百
、
同
成
妙
果
。

天
和
二
年
歳
次
壬
戌
正
月
初
三
日
江
州
祥
寿
山
清
涼
禅
寺
住
持
比
丘
大
寧
門
朔
寅
識

　
「
江
州
祥
寿
山
清
涼
禅
寺
」
は
滋
賀
県
彦
根
市
に
伝
わ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
、
慶
長
六
年
、
彦
根
城
主
井
伊
直
政
が
上
野
国
の
叢
明
寺
十
五
世
愚
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明
正
察
を
招
い
て
開
山
と
し
、
の
ち
井
伊
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
納
経
記
は
、
天
和
二
年
に
清
涼
禅
寺
に
「
三
蔵
聖
教
六
千
七
百
七
十
一

巻
」
が
納
経
さ
れ
た
記
録
と
し
て
作
成
・
押
印
さ
れ
た
も
の
で
、
東
洋
文
庫
本
が
そ
の
う
ち
の
一
点
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
天
和
二
年
の

納
経
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
開
版
・
印
造
が
そ
れ
よ
り
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
本
は
版
面
の
状
態
が
さ
ほ
ど
よ
く
な
い
こ

と
か
ら
、
開
版
後
あ
る
程
度
年
月
が
経
っ
て
か
ら
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
他
に
覆
古
活
字
本
の
開
版
時
期
を
詰
め
る
資
料
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
し
ば
ら
く
寛
永
天
和
間
の
開
版
と
し
て
お
き
た
い（

（（
（

。

　

そ
の
開
版
者
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
手
が
か
り
が
な
い
が
、
底
本
で
あ
る
古
活
字
本
と
同
一
人
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
統
紀
』
巻
第
三
十
二
第
三
十
三
に
は
「
華
蔵
世
界
図
」
を
は
じ
め
多
く
の
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
古
活
字

本
で
は
こ
れ
ら
の
図
の
う
ち
七
点
の
み
が
整
版
で
あ
る
。
よ
っ
て
両
版
の
開
版
者
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
整
版
の
図
だ
け
は
同
版
で
も
不
思
議
で
は

な
い
。
そ
こ
で
両
版
の
図
を
見
比
べ
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
よ
く
似
て
は
い
る
も
の
の
、
字
様
や
図
柄
が
微
妙
に
異
な
り
、
異
版
と
見
て
間
違
い
な

い
。
よ
っ
て
古
活
字
本
と
覆
古
活
字
本
の
開
版
者
は
別
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　

覆
古
活
字
本
は
、
古
活
字
本
の
覆
刻
と
は
い
っ
て
も
、
た
だ
闇
雲
に
古
活
字
本
に
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
古
活
字
本
を
補
訂
し

よ
う
と
し
た
痕
跡
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
古
活
字
本
志
磐
自
序
「
至
於
遺
逸
而
不
収
者
則
挙
皆
此
失
」
の
「
挙
皆
」
を
、
覆
古
活
字
本
で

は
「
皆
挙
」
と
改
め
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
宋
版
四
十
巻
・
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
で
も
「
挙
皆
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
覆
刻
の
際
に
独
自
の

判
断
で
校
正
し
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

佐
藤
氏
は
覆
古
活
字
本
の
こ
と
を
日
本
版
本
と
呼
び
、
卍
続
蔵
本
は
日
本
版
本
と
近
い
が
異
な
る
部
分
も
多
く
、
そ
の
底
本
が
日
本
版
本
で
あ

る
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
を
嘉
興
蔵
本
で
補
足
し
た
も
の
ら
し
い
と
す
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
卍
続
蔵
本
の
巻
首
に
は
明
人
の
序
跋
三
篇
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
欠
丁
・
錯
丁
の
あ
る
嘉
興
蔵
の
日
本
覆
刻
本
（
以
下
「
覆
嘉
興
蔵
本
」）
の
序
跋
三
篇
を
、
嘉
興
蔵
本
の
二
序
本（

（（
（

に
基
づ
い
て
再
構

成
し
、
錯
丁
を
修
正
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
志
磐
自
序
の
後
に
掌
局
斎
生
真
要
・
勧
縁
邑
士
三
名
・
同
校
正
賛
縁
居
士
二
名
が
記
さ
れ

ず
、
校
正
僧
五
名
の
み
記
す
点
は
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
通
例
に
続
く
目
録
は
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
と
一
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致
す
る
が
、
最
後
に
嘉
興
蔵
本
・
覆
嘉
興
蔵
本
に
の
み
見
ら
れ
る
音
釈
を
付
す
。
本
文
を
見
て
も
、
覆
古
活
字
本
に
だ
け
存
す
る
文
章
が
卍
続
蔵

本
に
存
在
し
た
り
、
各
巻
巻
頭
の
書
名
・
篇
名
の
記
し
方
は
洪
武
南
蔵
本
系
統
と
一
致
す
る
の
に
、
編
著
者
事
項
と
篇
名
に
付
さ
れ
た
校
記
の
内

容
は
宋
版
四
十
巻
・
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
と
一
致
す
る
。
ま
た
各
巻
巻
末
に
は
、
宋
版
四
十
巻
・
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
の
諸
本
に
の
み

見
え
る
勧
縁
者
・
刻
工
名
を
記
す
一
方
、
嘉
興
蔵
本
・
覆
嘉
興
蔵
本
の
音
釈
を
付
す
。

　

以
上
の
特
徴
か
ら
、
卍
続
蔵
本
は
基
本
的
に
覆
古
活
字
本
に
対
し
て
底
本
に
準
じ
た
扱
い
を
し
て
い
る
も
の
の
、
適
宜
嘉
興
蔵
本
・
覆
嘉
興
蔵

本
を
使
っ
て
本
文
の
修
正
・
補
遺
を
行
っ
て
い
て
、
覆
古
活
字
本
を
校
記
に
回
す
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
卍
続
蔵
の
編
集
者

は
底
本
を
定
め
て
校
異
を
注
記
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
敢
え
て
と
ら
ず
、
諸
本
を
鳩
合
し
て
新
た
な
定
本
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。『
統
紀
』
に
限
ら
ず
、
卍
続
蔵
は
よ
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
仏
教
界
に
広
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
編
集
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
反
面
、
校
記
等
が
不
十
分
で
あ
り
、
底
本
・
校
本
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
原
型
を
知
り
た
い
場
合
に
多
大
な
困
難
を
伴
う
場
合
が
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
卍
続
蔵
中
に
は
、
本
来
別
物
で
あ
っ
た
序
跋
と
本
文
が
何
の
注
記
も
な
い
ま
ま
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ま
ま
見
受
け

ら
れ
る（

（（
（

。
よ
っ
て
卍
続
蔵
を
利
用
す
る
際
に
は
、
こ
れ
が
上
記
の
よ
う
な
方
法
で
再
編
集
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

四　

黄
檗
版
大
蔵
経
と
の
関
係

　

本
節
で
は
、『
統
紀
』
の
和
刻
本
と
、
江
戸
時
代
の
和
刻
本
仏
典
の
出
版
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
檗
蔵
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
檗

蔵
は
寛
文
九
年
か
ら
天
和
元
年
に
か
け
て
黄
檗
宗
の
鉄
眼
禅
師
が
募
縁
刊
行
し
た
大
蔵
経
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
嘉
興
蔵
を
覆
刻
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
底
本
に
用
い
た
嘉
興
蔵
に
欠
本
が
多
か
っ
た
の
か
、
檗
蔵
初
期
の
刷
り
本
で
は
、
嘉
興
蔵
本
で
は
な
く
、
当
時
流
布
し
て
い
た
和
刻
本

等
で
代
用
さ
れ
た
経
典
が
か
な
り
あ
る
。
こ
の
代
用
本
を
「
入
れ
版
」
と
呼
ぶ
（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
後
の
刷
り
本
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
の
入
れ
版
は
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覆
嘉
興
蔵
本
に
改
刻
さ
れ
て
い
っ
た
。
覆
嘉
興
蔵
本
へ
の
改
刻
が
成
る
と
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
入
れ
版
の
版
木
は
民
間
の
書
肆
に
流
れ

て
印
造
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
檗
蔵
の
入
れ
版
・
改
刻
の
問
題
は
、
現
在
檗
蔵
研
究

の
中
で
注
目
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
統
紀
』
と
檗
蔵
と
の
関
係
を
考
え
る
前
に
、
入
れ
版
・
改
刻
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
檗
蔵
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　

１
．
檗
蔵
の
特
徴

　

入
れ
版
に
し
ろ
改
刻
に
し
ろ
一
セ
ッ
ト
の
檗
蔵
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
檗
蔵
本
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
実
際
に
目
に
す
る
の
は
そ

の
多
く
が
離
れ
本
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
離
れ
本
が
本
来
檗
蔵
の
一
部
で
あ
っ
た
か
否
か
を
見
分
け
る
に
は
、
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
納
経
記
の
類

　

大
蔵
経
は
分
量
が
二
千
冊
前
後
に
及
ぶ
た
め
、
寺
院
等
に
納
経
さ
れ
る
際
、
納
経
の
由
来
を
記
し
た
版
木
（
或
い
は
印
）
が
作
ら
れ
、
副
葉
や

巻
首
・
巻
尾
に
刷
ら
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
納
経
記
か
ら
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
納
経
記
に
は

納
経
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
印
刷
時
期
の
特
定
に
役
立
つ
。

②
題
簽
・
表
紙
等
の
装
訂

　

檗
蔵
の
題
簽
は
用
紙
が
青
、
双
辺
の
匡
郭
を
持
ち
、
匡
郭
内
は
三
段
に
分
か
た
れ
、
上
部
に
は
経
・
律
・
論
・
印
度
著
集
・
支
那
撰
述
等
の
分

類
、
中
部
に
は
経
典
名
・
収
録
巻
次
、
下
部
に
は
千
字
文
が
記
さ
れ
、
表
紙
の
色
は
朽
葉
色
で
あ
る
。
こ
の
装
訂
は
底
本
で
あ
る
嘉
興
蔵
を
踏
襲

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
装
訂
の
和
刻
本
は
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

③
千
字
文
と
分
冊
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檗
蔵
の
分
冊
に
は
大
蔵
経
の
検
索
ツ
ー
ル
で
あ
る
千
字
文
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
檗
蔵
の
千
字
文
は
、
明
代
の
永
楽
北
蔵
か
ら
嘉

興
蔵
へ
と
継
承
さ
れ
た
千
字
文
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
楽
北
蔵
は
六
行
十
八
字
の
版
式
で
、
折
本
で
装
訂
さ
れ
、
千
字
文
一
字
に
対
し
て

十
帖
を
割
り
当
て
、
天
一
・
天
二
…
天
九
・
天
十
の
十
帖
で
一
函
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
嘉
興
蔵
は
半
葉
十
行
二
十
字
の
版
式
に
改
め
、
冊
子

本
で
装
訂
さ
れ
た
た
め
、
一
葉
の
字
数
が
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
永
楽
北
蔵
で
は
千
字
文
下
部
の
漢
数
字
（
一
至
十
、
ま
れ
に
十
一
・
十
二
）

が
そ
の
千
字
文
の
帖
次
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
、
嘉
興
蔵
で
は
、
例
え
ば
一
冊
中
に
天
一
か
ら
天
三
が
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
単
な
る

千
字
文
の
整
理
番
号
に
な
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
初
巻
物
の
体
裁
の
書
物
を
数
え
る
量
詞
で
あ
っ
た
「
巻
」
が
、
冊
子
本
の
時
代

に
な
っ
て
、
単
な
る
内
容
の
一
区
切
り
を
表
す
言
葉
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
経
緯
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

ま
た
嘉
興
蔵
は
薄
い
竹
紙
に
刷
ら
れ
た
の
に
対
し
、
檗
蔵
は
竹
紙
よ
り
も
分
厚
い
和
紙
に
刷
ら
れ
た
た
め
、
嘉
興
蔵
の
分
冊
を
踏
襲
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
一
冊
が
分
厚
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
嘉
興
蔵
で
は
天
一
か
ら
天
五
で
一
冊
、
天
六
か
ら
天
十
で
一
冊
と
し
て
い

た
も
の
を
、
檗
蔵
で
は
天
一
か
ら
天
三
で
一
冊
、
天
四
か
ら
天
六
で
一
冊
、
天
七
か
ら
天
十
で
一
冊
と
い
っ
た
具
合
に
、
和
紙
の
厚
さ
に
合
わ
せ

て
嘉
興
蔵
の
分
冊
を
変
更
し
た
。

　

千
字
文
は
大
蔵
経
と
い
う
膨
大
な
叢
書
の
中
で
目
当
て
の
経
典
を
探
し
出
す
た
め
の
検
索
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
同
冊
内
に
二
つ
以
上
の
千
字
文
が

混
在
す
る
こ
と
は
検
索
効
率
上
好
ま
し
く
な
く
、
あ
る
特
定
の
場
合
を
除
き
、
一
冊
中
の
千
字
文
が
一
字
に
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら

に
、
こ
の
千
字
文
は
檗
蔵
各
冊
の
題
簽
に
も
彫
ら
れ
、
檗
蔵
の
分
冊
は
こ
の
題
簽
に
従
っ
て
厳
密
に
守
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
檗
蔵
の

離
れ
本
か
否
か
を
判
断
す
る
際
、
分
冊
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
改
装
の
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
分
冊
だ
け
で
檗

蔵
の
離
れ
本
か
否
か
を
判
断
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
分
冊
が
檗
蔵
本
と
一
致
す
る
も
の
は
、
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

④
扉
絵
（
仏
画
）
と
韋
駄
天
像
の
存
在

　

南
蔵
・
北
蔵
等
の
折
本
で
は
、
千
字
文
を
同
じ
く
す
る
十
帖
か
ら
十
二
帖
を
一
函
（
帙
）
と
し
、
こ
の
う
ち
第
一
帖
の
巻
首
に
扉
絵
、
末
帖
の
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巻
尾
に
韋
駄
天
像
が
決
ま
っ
て
付
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
嘉
興
蔵
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
装
訂
を
冊
子
本
に
変
更
し
た
結
果
、
一
冊
の
厚
さ
が

薄
く
な
り
、
同
じ
千
字
文
が
付
さ
れ
た
冊
ご
と
に
一
函
と
す
る
原
則
が
崩
れ
、
一
函
中
に
異
な
る
千
字
文
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
影

響
で
、
嘉
興
蔵
及
び
そ
の
覆
刻
本
を
主
と
す
る
檗
蔵
で
は
扉
絵
と
韋
駄
天
像
の
位
置
に
変
化
が
生
じ
た
。
例
え
ば
、
千
字
文
が
数
字
に
渡
る
経
典

で
は
、
そ
の
第
一
冊
の
巻
首
に
扉
絵
、
末
冊
の
巻
尾
に
韋
駄
天
像
を
付
し
（
（（
（

、
一
字
に
つ
き
数
種
類
の
経
典
を
収
録
す
る
千
字
文
二
・
三
字
分
で
一

函
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
最
初
の
千
字
文
の
第
一
冊
の
巻
首
に
扉
絵
、
最
後
の
千
字
文
の
末
冊
の
巻
尾
に
韋
駄
天
像
を
付
す
（
（（
（

と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。

⑤
版
式
と
刊
記

　

①
か
ら
④
は
、
入
れ
版
・
覆
嘉
興
蔵
本
に
か
か
わ
ら
ず
、
離
れ
本
で
あ
る
か
否
か
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
が
、
覆
嘉
興
蔵
本
に
関
し
て

い
え
ば
、
そ
の
版
式
・
刊
記
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
檗
蔵
中
の
覆
嘉
興
蔵
本
の
一
般
的
な
版
式
は
、
双
辺
、
無
界
十
行
二
十
字
注
文
小
字
双

行
、
匡
郭
は
半
葉
ご
と
に
二
重
の
四
角
枠
で
本
文
を
囲
み
、
版
心
に
魚
尾
は
な
く
、
上
中
下
に
単
線
の
枠
が
あ
る
。
上
部
の
枠
に
は
経
律
論
等
の

分
類
、
中
部
の
枠
に
は
経
典
名
・
巻
次
・
丁
次
、
下
部
の
枠
に
は
千
字
文
と
そ
の
整
理
番
号
（
一
至
十
）
が
記
さ
れ
る
。
嘉
興
蔵
で
千
字
文
を
割

り
当
て
て
い
な
い
経
典
の
版
心
は
、
墨
格
（
未
刻
の
墨
刷
り
部
分
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
字
体
は
明
朝
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
檗
蔵

の
開
版
以
前
に
も
し
ば
し
ば
経
典
単
位
で
嘉
興
蔵
が
覆
刻
さ
れ
て
い
た
か
ら（

（（
（

、
こ
れ
と
同
じ
版
式
・
字
体
の
も
の
が
す
べ
て
檗
蔵
の
離
れ
本
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。

　

檗
蔵
の
刊
記
は
巻
末
に
木
記
の
形
で
刻
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
全
て
の
巻
の
巻
末
に
刻
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
刊
記
が
全
く
な
い
経
典
も

あ
れ
ば
、
全
巻
に
あ
る
経
典
も
あ
り
、
刊
記
の
あ
る
巻
・
な
い
巻
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
経
典
も
多
い
。
そ
の
基
本
形
式
は
、
ま
ず
そ
の
巻
を
刊

刻
す
る
た
め
の
出
版
費
用
を
寄
付
し
た
募
縁
者
名
を
列
記
し
、
つ
い
で
願
文
を
記
し
た
後
に
「
沙
門
鉄
眼
募
刻
」「
沙
門
鉄
眼
募
縁
重
梓
」
等
と

記
し
、
最
後
に
開
版
年
月
を
記
し
て
開
版
地
の
「
黄
檗
山
宝
蔵
院
に
識
す
（
黄
檗
山
宝
蔵
院
識
）」
と
結
ぶ
。
こ
の
形
式
の
刊
記
が
見
ら
れ
る
も

の
は
、
檗
蔵
の
離
れ
本
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
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上
記
の
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
『
統
紀
』
と
檗
蔵
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い（

（（
（

。

　
　
　
　

２
．
覆
古
活
字
本
に
よ
る
入
れ
版

　

現
在
伝
わ
る
檗
蔵
の
中
で
最
初
期
に
印
造
さ
れ
た
の
は
、
法
輪
山
正
明
寺
（
滋
賀
県
日
野
町
）
所
蔵
本
で
、
延
宝
六
年
か
ら
天
和
元
年
頃
、
後

水
尾
法
皇
に
献
上
さ
れ
た
後
、
同
寺
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
正
明
寺
本
の
『
統
紀
』
は
未
見
で
は
あ
る
が
、
本
稿
末
【
和
刻
本
諸
本
内
容

構
成
対
照
表
】
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
他
の
覆
古
活
字
本
と
同
じ
く
、
五
十
五
巻
本
で
、
そ
の
う
ち
巻
第
二
十
一
が
原
欠
で
あ
り
、
各
巻
の

丁
数
も
一
致
す
る
か
ら
、
覆
古
活
字
本
で
納
経
さ
れ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
。
こ
の
正
明
寺
本
の
分
冊
は
十
五
冊
で
あ
る
。
こ
の
他
、
檗
蔵

初
期
の
刷
り
本
と
し
て
は
獅
谷
法
然
院
（
京
都
市
左
京
区
）
本
・
曜
光
山
月
山
寺
（
茨
城
県
桜
川
市
）
本
が
著
名
で
あ
る
。
両
寺
の
檗
蔵
収
録
経

典
目
録
に
よ
れ
ば
、『
統
紀
』
は
い
ず
れ
も
十
五
冊
に
分
冊
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
五
十
五
巻
原
欠
巻
第
二
十
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
覆

古
活
字
本
と
見
ら
れ
る（

（（
（

。
現
在
単
独
で
伝
わ
る
覆
古
活
字
本
に
は
十
五
冊
本
と
二
十
一
冊
本
の
二
系
統
が
あ
る
が
、
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
か

つ
て
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
た
の
は
十
五
冊
本
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
な
お
覆
古
活
字
本
を
十
五
冊
に
分
冊
す
る
と
、
傍
目
に
も
一
冊
が
分
厚
く
な

り
す
ぎ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
十
一
冊
は
自
然
な
分
冊
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
覆
古
活
字
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
古

活
字
本
も
や
は
り
二
十
一
冊
に
分
冊
す
る
。

　

今
回
調
査
し
た
中
で
十
五
冊
に
分
冊
さ
れ
る
の
は
、
東
洋
文
庫
本
と
駒
本
Ａ
（
第
一
冊
欠
）
の
二
部
で
あ
り
、
前
者
の
第
一
冊
巻
首
と
両
本
の

第
十
五
冊
巻
尾
に
は
檗
蔵
特
有
の
扉
絵
・
韋
駄
天
像
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
見
て
よ
い
。
こ
の
う
ち

東
洋
文
庫
本
の
巻
首
・
巻
尾
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
天
和
二
年
に
掃
雲
院
殿
無
染
了
心
大
姉
の
浄
資
に
よ
っ
て
奏
請
さ
れ
、
近
江
祥
寿
山
清
涼

禅
寺
に
新
た
に
建
て
ら
れ
た
経
蔵
に
大
蔵
経
六
千
七
百
七
十
一
巻
を
納
め
た
こ
と
を
記
し
た
納
経
記
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
統
紀
』
が
檗
蔵

の
入
れ
版
と
同
じ
分
冊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
涼
禅
寺
に
納
め
ら
れ
た
大
蔵
経
は
檗
蔵
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
天
和
二
年
は
檗
蔵
完
成
の
翌
年
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で
あ
る
か
ら
、
檗
蔵
最
初
期
の
刷
り
本
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
覆
古
活
字
本
が
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
檗
蔵
の
開
版
以
前
に
す
で
に
単
行
本
と
し
て
印
刷
流
布
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
本
稿
末
【
覆
古
活
字
本
版
面
状
態
対
照
表
】
は
覆
古
活
字
本
の
諸
本
の
版
面
の
痛
み
具
合
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ

ば
わ
か
る
よ
う
に
、
二
十
一
冊
本
の
う
ち
檗
蔵
の
入
れ
版
で
あ
る
東
洋
文
庫
本
よ
り
傷
が
少
な
い
の
は
成
田
本
・
大
東
急
本
・
国
会
本
・
家
蔵

本
・
東
総
本
Ｂ
の
五
本
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
五
本
は
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
印
造
さ
れ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
。

　

以
上
、『
統
紀
』
は
、
檗
蔵
印
刷
の
初
期
に
お
い
て
は
覆
古
活
字
本
に
よ
っ
て
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
現
在
単
独
で
伝
わ

る
覆
古
活
字
本
に
は
十
五
冊
本
と
二
十
一
冊
本
の
二
系
統
が
あ
る
が
、
十
五
冊
本
は
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
も
の
が
後
に
離
れ
本
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
『
統
紀
』
を
十
五
冊
に
分
冊
す
る
と
、
一
冊
の
分
量
が
多
す
ぎ
る
。
そ
の
点
で
は
二
十
一
冊
本
の
方
が
自
然

な
分
冊
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
分
冊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
一
冊
本
の
中
に
は
十
五
冊
本
よ
り
版
面
の
痛
み
が
少
な
い
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
以
前
に
単
行
本
と
し
て
印
造
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

３
．
覆
嘉
興
蔵
本
へ
の
改
刻

　

こ
れ
ま
で
『
統
紀
』
に
対
し
て
改
刻
が
な
さ
れ
た
と
の
研
究
報
告
は
管
見
の
限
り
一
つ
も
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
一
つ
に
は
、
和
刻
本
仏
典
全

般
に
対
す
る
版
本
調
査
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
嘉
興
蔵
本
と
、
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
檗
蔵

は
明
朝
体
で
刻
さ
れ
、
明
朝
体
の
普
及
に
一
役
買
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
覆
古
活
字
本
・
改
刻
本
に
は
、
明
朝
体
で
刻
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
共
通
点
が
あ
っ
た
た
め
に
、
近
年
刊
行
の
檗
蔵
の
現
存
目
録
で
は
明
朝
体
で
な
い
こ
と
が
注
記
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
両
版
が
異
版
で
あ
る
こ
と

が
見
逃
さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
檗
蔵
所
収
の
『
統
紀
』
が
覆
古
活
字
本
か
ら
覆
嘉
興
蔵
本
へ
と
改
刻
さ
れ
た
こ
と

は
、
成
田
山
新
勝
寺
一
切
経
堂
と
上
越
教
育
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
檗
蔵
所
収
本
（
以
下
各
略
「
新
勝
寺
本
」・「
上
越
本
」）
に
よ
っ
て
確
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認
で
き
る
。
両
本
に
よ
れ
ば
、
そ
の
書
誌
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

仏
祖
統
紀
五
十
四
巻
坿
音
釈　

宋
釈
志
磐
撰　

全
十
五
冊（

（（
（

　

双
辺
縦
二
十
・
四
横
十
四
・
二　

無
界
十
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行　

単
魚
尾
上
白
口
下
小
黒
口　

送
返
点　

有
図

　

�
首
扉
絵　

扉
絵
裏
云
「
皇
図
鞏
固　

帝
道
遐
昌
／
仏
日
増
輝　

灋
輪
常
転
」　

次
楊
鶴
「
仏
祖
統
紀
叙
」　

次
万
暦
四
十
二
年
釈
明
昱
序

（
版
心
）　

次
游
士
任
「
閲
仏
祖
統
紀
説
」　

次
咸
淳
五
年
釈
志
磐
「
仏
祖
統
紀
序
」　

次
校
正
僧
五
名
連
記　

次
「
仏
祖
統
紀
通
例
」　

次

咸
淳
中
釈
志
磐
「
仏
祖
統
紀
目
録
」　

次
「
仏
祖
統
紀
巻
第
一
／
宋
景
定
四
明
東
湖
沙
門
志
磐
撰
」　

以
下
至
巻
第
五
十
四　

巻
頭
編
著
事

項
巻
第
二
十
六
第
三
十
四
至
第
五
十
「
景
定
」
作
「
咸
淳
」　

巻
第
五
十
一
至
第
五
十
四
「
景
定
」
作
「
咸
淳
」
又
「
東
湖
」
作
「
福

泉
」　

一
部
巻
末
有
音
釈　

巻
第
五
十
三
末
丁
裏
有
墨
格　

次
咸
淳
七
年
釈
志
磐
「
刊
板
後
記
」　

次
韋
駄
天
像　

無
刊
記　

版
心
題
「
仏

祖
統
紀
」　

題
簽
題
「
仏
祖
統
紀
」
又
題
簽
題
上
部
云
「
支
那
／
撰
述
」
下
部
云
「
序
目
録
／
巻
一
二　

■
」（
用
紙
青
）

　

字
体
は
明
朝
体
で
は
な
く
、
版
心
の
形
式
も
他
の
経
典
の
嘉
興
蔵
本
・
覆
嘉
興
蔵
本
と
全
く
異
な
る
が
、
版
式
・
字
様
や
巻
首
に
明
人
の
序
跋

を
冠
す
る
点
が
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
（
Ｃ
四
〇―

四
五
一
四
）
所
収
本
、
及
び
新
文
豊
出
版
社
が
景
印
刊
行
し
た
嘉
興
蔵
本

等
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
嘉
興
蔵
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
開
版
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
の
た
め
確
定
し
難
い
が
、
新

勝
寺
に
一
切
経
を
奉
納
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
一
切
経
堂
が
享
保
七
年
の
建
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
勝
寺
本
は
享
保
年
間
の
印
造
と
見
ら
れ

る
（
（（
（

。
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
享
保
年
間
に
は
入
れ
版
（
覆
古
活
字
本
）
か
ら
の
改
刻
が
成
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
ま
で
入
れ
版
に
用
い
ら
れ
て
い
た
覆
古
活
字
本
と
の
顕
著
な
相
違
点
は
、
巻
頭
に
明
人
の
序
跋
を
冠
す
る
点
、
巻
第
三
を
上
下
に
分
巻
す

る
点
、
五
十
五
巻
本
で
あ
る
覆
古
活
字
本
で
は
原
欠
で
あ
っ
た
巻
第
二
十
一
を
無
視
し
、
巻
第
二
十
二
以
降
の
巻
次
を
繰
り
上
げ
て
五
十
四
巻
本

と
し
て
い
る
点
、
及
び
各
巻
の
丁
数
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
各
巻
の
丁
数
の
違
い
は
、
覆
古
活
字
本
が
半
葉
十
一
行
二
十
字
で
あ
る
の
に
対
し
、
覆
嘉
興
蔵
本
が
半
葉
十
行
二
十
字
で
あ
り
、
一

丁
あ
た
り
二
行
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
覆
嘉
興
蔵
本
の
丁
数
の
方
が
多
く
な
る
は
ず
で
あ
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る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
覆
古
活
字
本
の
方
が
丁
数
が
多
い
例
が
十
一
巻
（
巻
第
十
九
第
二
十
三
第
二
十
五
第
二
十
八
第
三
十
四
第
三
十
五
第
四

十
第
四
十
四
第
四
十
八
第
四
十
九
第
五
十
二
）
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
理
由
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
覆
古
活
字
本
（
古
活
字
本
系
統

の
テ
キ
ス
ト
）
に
後
人
の
加
筆
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
覆
嘉
興
蔵
本
（
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
）
で
は
儒
教
・
道
教
・
讖
記
関
係
の

記
事
が
意
図
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
檗
蔵
の
入
れ
版
と
し
て
使
わ
れ
た
覆
古
活
字
本
と
、
そ
の
改
刻
本
で

あ
る
覆
嘉
興
蔵
本
と
で
、
各
巻
の
丁
数
に
こ
の
よ
う
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
同
じ
十
五
冊
に
分
冊
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
檗
蔵
に
お
い
て
、
分
冊
が
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
檗
蔵
の
開
版
・
改
刻
は
黄
檗
山
万
福
寺
の
塔
頭
で
あ
る
宝
蔵
院
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、『
統
紀
』
の
嘉
興
蔵
本
も
覆
古
活
字
本
か
ら
改

刻
す
る
た
め
に
宝
蔵
院
に
も
た
ら
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
当
の
嘉
興
蔵
本
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
入
れ
版
に
用
い
て
い
た
覆
古

活
字
本
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
宝
蔵
院
で
改
刻
に
当
た
っ
て
い
た
人
々
は
当
然
こ
の
相
違
に
気
づ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
両
版
の
差
異
を
少
し
で
も
埋
め
よ
う
と
し
た
の
か
、
覆
嘉
興
蔵
本
に
は
覆
古
活
字
本
の
一
部
を
取
り
込
ん
だ
箇
所
が
い
く
つ
か
存
在
し
、
こ
れ

が
底
本
で
あ
る
嘉
興
蔵
本
と
の
差
異
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
を
二
例
挙
げ
て
お
く
。

　

一
つ
は
、
覆
嘉
興
蔵
本
の
巻
第
十
八
が
嘉
興
蔵
本
に
比
べ
て
一
丁
多
い
点
で
あ
る
。
巻
第
十
八
は
嘉
興
蔵
本
で
は
諸
師
列
伝
第
六
之
八
全
九
丁

で
あ
り
、
巻
末
に
「
此
巻
六
十
二
人
、
本
紀
止
録
六
人
、
遺
失
五
十
六
人
。」
と
の
注
が
あ
り
、
実
際
、
広
智
下
第
七
世
・
神
照
下
第
七
世
・
南

屏
下
第
七
世
六
十
二
人
の
名
を
巻
頭
に
列
し
、
そ
の
う
ち
六
人
の
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
覆
嘉
興
蔵
本
は
巻
末
の
注
は
そ
の
ま

ま
だ
が
、
七
人
の
伝
が
収
録
さ
れ
、
第
九
丁
に
嘉
興
蔵
本
に
な
い
法
師
宗
暁
の
伝
（
六
人
目
）
が
丸
一
丁
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
宗
暁
の
伝
は
、
宋

版
四
十
巻
本
で
は
六
人
目
の
と
こ
ろ
に
「
法
師
宗
暁
」
と
あ
る
だ
け
で
以
下
十
四
行
が
未
刻
と
な
っ
て
お
り
、
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
に
至
っ

て
は
「
法
師
宗
暁
」
の
四
字
す
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
に
は
、
覆
嘉
興
蔵
本
と
同
じ
く
、
六
人
目
に
「
法
師
宗
暁
」

の
伝
を
収
録
す
る（

（（
（

。

　

も
う
一
つ
は
、
巻
第
五
十
四
の
巻
末
に
、
嘉
興
蔵
本
に
な
い
咸
淳
七
年
志
磐
「
刊
板
後
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
刊
板
後
記
」
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は
嘉
興
蔵
本
に
限
ら
ず
洪
武
南
蔵
本
系
統
の
諸
本
に
は
い
ず
れ
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宋
版
四
十
巻
本
系
統
の
諸
本
、
つ
ま
り
宋
版
四
十
巻

本
・
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
の
最
終
巻
巻
末
に
の
み
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
覆
嘉
興
蔵
本
に
あ
っ
て
嘉
興
蔵
本
に
な
い
宗
暁
の
伝
と
「
刊
板
後
記
」
と
は
、
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
に
共
通
し
て
収
録
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
覆
嘉
興
蔵
本
が
檗
蔵
の
改
刻
本
で
あ
り
、
改
刻
以
前
に
は
覆
古
活
字
本
が
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ

れ
ら
は
改
刻
の
際
に
覆
古
活
字
本
に
依
拠
し
て
補
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
覆
嘉
興
蔵
本
が
開
版
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ま
で
入
れ
版
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
覆
古
活
字
本
の
版
木
が
ど
う
な
っ
た
か
述
べ
て
お
き
た

い
。
覆
古
活
字
本
の
ひ
と
つ
駒
本
Ｂ
は
二
十
一
冊
本
で
あ
る
。
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
た
の
は
十
五
冊
本
で
あ
る
か
ら
、
駒
本
Ｂ
は
単
行
本
と
見
て

よ
い
。
こ
れ
を
、
檗
蔵
の
入
れ
版
と
思
わ
れ
る
東
洋
文
庫
本
と
見
比
べ
る
と
、
東
洋
文
庫
本
に
は
な
い
傷
が
序
二
丁
裏
と
巻
第
一
下
辺
に
見
ら

れ
、
版
面
の
痛
み
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
駒
本
Ｂ
は
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
て
、
か
な
り
の
年
月
が
経
っ
て
か
ら
、
単
行
本
と
し
て
刷

ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
入
れ
版
に
用
い
ら
れ
た
覆
古
活
字
本
の
版
木
は
、
覆
嘉
興
蔵
本
へ
の
改
刻
が
成
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を
終
え
た

は
ず
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
坊
間
の
書
肆
に
売
却
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
宝
蔵
院
外
で
刷
ら
れ
て
流
通
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　
　
　

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
統
紀
』
の
出
版
と
檗
蔵
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
を
図
示
す
る
と
、
本
稿
末
【『
仏
祖
統

紀
』
版
本
系
統
図
】
の
よ
う
に
な
る
。

　
『
統
紀
』
は
、
ま
ず
咸
淳
七
年
に
四
十
巻
本
が
出
版
さ
れ
、
宋
末
に
は
法
運
通
塞
志
十
五
巻
を
加
え
た
五
十
五
巻
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
。
こ
の
五
十
五
巻
本
は
明
代
の
建
文
年
間
に
大
幅
な
増
補
・
刪
訂
を
加
え
ら
れ
て
洪
武
南
蔵
に
入
蔵
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
日
本
に
伝
わ
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り
、
や
は
り
大
幅
な
増
補
を
加
え
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
慶
長
元
和
間
古
活
字
印
本
で
あ
る
。
こ
の
増
補
は
洪
武
南
蔵
の
増
補
と
は
全
く

異
な
る
も
の
で
、
複
数
王
朝
に
対
し
て
敬
称
を
用
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
中
国
人
で
は
な
く
、
日
本
人
ま
た
は
朝
鮮
人
の
手
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
増
補
を
除
け
ば
、
古
活
字
本
は
洪
武
南
蔵
本
に
比
べ
て
『
統
紀
』
の
原
型
を
正
確
に
伝
え
て
お
り
、
宋
版
五
十
五
巻
本
が
伝
わ
ら

な
い
現
在
に
あ
っ
て
は
大
変
貴
重
な
版
本
と
い
え
る
。
た
だ
活
字
印
刷
は
組
版
が
容
易
な
た
め
一
時
期
盛
行
し
た
が
、
一
度
ば
ら
し
て
し
ま
う
と

増
刷
の
際
に
再
度
活
字
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
発
行
部
数
が
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
整
版
は
一
度

彫
っ
て
し
ま
え
ば
長
期
間
に
渡
っ
て
増
刷
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
も
な
く
活
字
印
刷
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
寛
永
年
間
は
古

活
字
本
の
覆
刻
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。『
統
紀
』
の
覆
古
活
字
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
寛
永
年
間
か
そ
れ
に
近
い
時
期
に
開
版
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
が
、
無
刊
記
本
の
た
め
確
か
な
開
版
年
は
わ
か
ら
な
い
。
東
洋
文
庫
本
に
天
和
二
年
の
納
経
記
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と

も
天
和
年
間
に
は
開
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
覆
古
活
字
本
は
そ
の
名
の
通
り
か
ぶ
せ
彫
り
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
古
活
字
本
に

忠
実
で
あ
る
が
、
訓
点
の
他
、
独
自
の
判
断
で
増
補
・
校
正
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
巻
第
四
十
九
は
古
活
字
本
の
第
三
丁
か
ら
第
五
丁
を
欠

く
た
め
、
古
活
字
本
に
比
べ
三
丁
少
な
い
。

　

檗
蔵
と
の
関
係
で
い
う
と
、
檗
蔵
が
宝
蔵
院
で
開
版
さ
れ
た
当
初
は
底
本
と
す
べ
き
嘉
興
蔵
本
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
代
用
と

し
て
覆
古
活
字
本
が
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
他
の
入
れ
版
と
同
様
、
後
に
嘉
興
蔵
本
が
手
に
入
り
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
改
刻
が
行
わ
れ

た
。
改
刻
の
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
の
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、
享
保
年
間
に
印
造
さ
れ
た
檗
蔵
に
は
す
で
に
覆
嘉
興
蔵
本
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
覆
嘉
興
蔵
本
は
基
本
的
に
嘉
興
蔵
本
に
忠
実
で
あ
る
が
、
嘉
興
蔵
本
と
、
そ
れ
ま
で
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
覆
古
活
字
本
と
の
異
同
が
あ
ま

り
に
多
か
っ
た
せ
い
か
、
覆
古
活
字
本
に
依
拠
し
て
増
補
し
た
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
覆
嘉
興
蔵
本
に
よ
る
改
刻
が
成
っ
た
こ
と
で
、

覆
古
活
字
本
の
版
木
が
不
要
と
な
り
、
再
び
単
行
本
と
し
て
印
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
和
刻
本
仏
典
と
檗
蔵
の
出
版
と
が
い
か
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
が
確
認
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
典
出
版

文
化
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
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な
お
閲
覧
・
文
献
複
写
の
際
、
お
世
話
に
な
っ
た
大
東
急
記
念
文
庫
・
成
田
山
仏
教
図
書
館
・
身
延
山
大
学
図
書
館
等
の
関
係
諸
機
関
、
成
田

山
新
勝
寺
一
切
経
堂
の
全
蔵
調
査
を
お
許
し
下
さ
っ
た
貫
首
橋
本
照
稔
師
、
調
査
に
全
面
協
力
い
た
だ
い
た
同
寺
教
学
課
・
成
田
山
仏
教
図
書
館

の
皆
様
方
に
は
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

注（
１
）　
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
釈
家
類
は
宋
版
四
十
巻
本
の
巻
数
を
五
十
四
巻
と
す
る
が
、
そ
の
存
巻
（
存
三
十
六
巻
。
一
至
二
・
四
至
十
八
・
二
十

二
至
四
十
）
や
、
巻
首
に
あ
る
自
序
に
「
目
之
曰
仏
祖
統
紀
、
凡
之
為
類
四
十
巻
。」
と
あ
る
点
、「
仏
祖
統
紀
通
例
」
の
「
釈
志
」
に
「
…
作
法
運
通
塞
志
■
■

巻
」
と
あ
り
、
法
運
通
塞
志
の
巻
数
が
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
「
嗣
刻
」、
つ
ま
り
未
刻
で
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
点
、「
仏
祖
統
紀
目
録
」
が
法
運
通
塞

志
を
含
ま
な
い
四
十
巻
本
の
構
成
を
伝
え
て
い
る
点
等
か
ら
、
法
運
通
塞
志
十
五
巻
を
除
く
四
十
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
以
下
、
中
国
に
お
け
る
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
仏
祖
統
紀
』
宋
版
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て―

東
洋
文
庫
蔵
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
景
印
本
に

寄
せ
て―

」（『
東
洋
文
庫
書
報
』
第
四
十
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
及
び
「
明
代
に
お
け
る
『
仏
祖
統
紀
』
の
流
伝
と
出
版
」（『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学

術
総
合
研
究
所
集
刊
』
第
三
九
集
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
を
参
照
。

（
２
）　
『
経
籍
訪
古
志
』（
光
緒
十
一
年
序
排
印
本
）
巻
第
五
子
部
下
釈
家
類
に
「
仏
祖
統
記
五
十
四
巻
、
宋
槧
本
、
求
古
楼
蔵
。
欠
三
四
五
六
七
八
三
十
八
三
十
九
四

十
至
四
十
三
、
凡
十
二
巻
。
毎
巻
有
行
寔
印
。
此
本
係
妙
心
寺
旧
蔵
。」
と
あ
る
。
巻
第
二
十
一
が
原
欠
の
た
め
欠
巻
に
数
え
て
い
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ

こ
そ
宋
版
五
十
五
巻
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
伝
わ
ら
な
い
。

（
３
）　

佐
藤
成
順
「『
仏
祖
統
紀
』
の
『
大
日
本
続
蔵
経
』
本
と
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
本
の
文
献
上
の
問
題
点
」（『
宋
代
仏
教
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇

一
年
四
月
）
所
収
。
初
載
『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
31
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
））。
以
下
、「
佐
藤
成
順
氏
」・「
佐
藤
氏
前
掲
論
文
」
等
と
い
う
場
合
は
、
こ
の

論
文
を
指
す
。

（
４
）　

旧
称
古
梓
堂
文
庫
。
大
正
時
代
に
和
田
維
四
郎
氏
が
久
原
房
之
助
氏
に
要
請
し
て
収
集
し
た
も
の
で
、
長
年
京
都
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二

次
大
戦
後
、
大
東
急
電
鉄
再
編
の
際
に
五
島
慶
太
氏
が
一
括
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）　

栗
田
文
庫
は
、
歴
史
学
者
栗
田
元
次
氏
の
蔵
書
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
十
年
二
月
二
日
、
広
島
に
あ
っ
た
栗
田
氏
の
自
宅
が
火
災
に
遭
い
、「
大
破
を
被
っ

た
」
と
い
う
。
同
氏
『
書
誌
学
の
発
達
』（『
日
本
書
誌
学
大
系
』
８
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
九
月
）「
焼
亡
せ
る
家
蔵
史
料
」
を
参
照
。

（
６
）　

川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
文
庫
の
他
、
京
都
帝
大
図
書
館
・
東
洋
文
庫
（
西
荘
文
庫
旧
蔵
）
に
所
蔵
さ
れ
る
と
い
う
が
（
三

四
七
頁
・
七
八
三
頁
）、
京
都
帝
大
図
書
館
蔵
本
と
は
大
東
急
記
念
文
庫
に
帰
し
た
久
原
文
庫
本
の
こ
と
と
見
ら
れ
、
西
荘
文
庫
旧
蔵
本
は
現
在
東
洋
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
な
お
本
版
の
書
誌
解
題
は
、
川
瀬
一
馬
『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
』
第
二
巻
仏
書
之
部
（
一
九
五
六
年

八
月
序
刊
）、
杏
雨
書
屋
『
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
一
九
八
五
年
五
月
）
の
山
鹿
誠
之
助
「
恭
仁
山
荘
善
本
解
説
」
版
本
之
部
、
及
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び
栗
田
元
次
『
書
誌
学
の
発
達
』「
栗
田
文
庫
善
本
書
目
」
古
活
字
本
の
部
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

杏
雨
書
屋
本
（
改
装
本
）
も
二
十
一
冊
。
栗
田
文
庫
本
の
み
十
冊
だ
が
、
改
装
本
な
の
か
、
火
災
で
大
破
し
た
た
め
か
は
不
明
。

（
８
）　

本
稿
末
【
校
正
僧
・
勧
縁
者
・
刻
工
名
対
照
表
】
を
参
照
。

（
９
）　

例
え
ば
、
宋
版
で
は
各
篇
の
篇
題
を
「
釈
迦
牟
尼
仏
本
紀
一
」・「
釈
迦
牟
尼
仏
本
紀
二
」「
西
土
二
十
四
祖
一
」・「
東
土
九
祖
紀
二
」・「
東
土
九
祖
紀
三
」
と

し
て
い
た
の
を
、
洪
武
南
蔵
本
で
は
「
釈
迦
牟
尼
仏
本
紀
一
之
一
」・「
釈
迦
牟
尼
仏
本
紀
一
之
二
」・「
西
土
二
十
四
祖
二
」・「
東
土
九
祖
紀
三
之
一
」・「
東
土
九

祖
紀
三
之
二
」
と
改
め
て
い
る
。

（
10
）　

巻
第
三
の
勧
縁
者
・
刻
工
名
は
、
宋
版
四
十
巻
本
で
は
欠
巻
の
た
め
不
明
で
、
古
活
字
本
で
は
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
巻
第
二
十
一
は
宋
版
四
十
巻
本
は
補

鈔
で
、
古
活
字
本
は
原
欠
で
あ
る
。

（
11
）　

名
文
光
教
志
二
巻
は
、
宋
版
四
十
巻
本
で
は
巻
第
三
十
五
第
三
十
六
、
古
活
字
本
で
は
巻
第
五
十
第
五
十
一
に
あ
る
。

（
12
）　

表
紙
に
「
大
識
」、
第
一
冊
「
仏
祖
統
紀
序
」
一
丁
表
欄
外
に
「
宥
豊
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
後
期
の
新
義
真
言
宗
の
学
僧
で
、
智
積
院
に
学
び

京
都
の
清
和
院
に
住
し
た
宥
豊
（
一
七
六
〇
～
一
八
二
三
）、
字
大
識
の
旧
蔵
本
と
わ
か
る
。『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年
一
月
）
七
八
〇

頁
を
参
照
。
他
に
各
冊
書
背
に
「
文
外
」
の
書
き
入
れ
と
、
二
・
三
字
分
の
墨
消
し
が
あ
る
。

（
13
）　

川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
学
用
語
辞
典
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
十
月
）
の
「
古
活
字
版
」・「
覆
古
活
字
版
」
両
条
、『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
九
年
三
月
）
の
岡
雅
彦
「
古
活
字
版
」・「
古
活
字
覆
刻
整
版
本
」
両
条
を
参
照
。

（
14
）　

圭
室
文
雄
『
日
本
名
刹
大
事
典
』（
雄
山
閣
、
一
九
九
二
年
八
月
）
四
七
一
頁
を
参
照
。

（
15
）　

こ
の
他
に
開
版
の
下
限
を
詰
め
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
資
料
と
し
て
、
寛
文
十
二
年
刊
行
の
『
仏
祖
統
紀
標
条
』
二
巻
が
あ
る
。
駒
沢
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
ほ
か
、
先
述
の
栗
田
文
庫
所
蔵
の
古
活
字
本
に
は
寛
文
十
二
年
中
村
五
兵
衛
版
総
目
録
一
冊
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
宋
版
五
十
五
巻
本
系
統
の

テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
事
項
索
引
で
あ
り
、
各
事
項
に
冠
さ
れ
た
丁
数
は
ざ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
古
活
字
本
・
覆
古
活
字
本
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、

も
し
こ
の
『
標
条
』
が
覆
古
活
字
本
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
覆
古
活
字
本
の
開
版
の
下
限
を
寛
文
十
二
年
ま
で
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
を
確
か
め
る
た
め
、
前
節
で
述
べ
た
古
活
字
本
と
覆
古
活
字
本
で
丁
数
に
三
丁
の
異
同
が
あ
る
巻
第
四
十
九
に
つ
い
て
『
標
条
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
果

た
し
て
古
活
字
本
の
丁
付
け
と
一
致
し
て
い
た
。
よ
っ
て
『
標
条
』
は
覆
古
活
字
本
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
覆
古
活
字
本
の
開
版
年
を
詰
め
る
資
料
と

は
な
ら
な
い
。

（
16
）　

同
様
の
例
は
本
文
中
に
も
存
在
す
る
。
古
活
字
本
で
は
巻
第
三
十
三
の
十
七
丁
裏
に
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
か
け
て
炎
熱
地
獄
に
つ
い
て
説
き
「
堕
此
獄
中
」

と
締
め
た
後
、「
八
名
無
間
…
」
と
無
間
地
獄
に
つ
い
て
説
く
が
、
覆
古
活
字
本
で
は
「
堕
此
獄
中
」
以
下
に
「
七
名
極
熱
…
此
獄
中
」
二
十
二
字
が
あ
っ
て
、

極
熱
地
獄
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
覆
古
活
字
本
の
開
版
の
際
、
十
五
丁
裏
の
「
八
熱
地
獄
図
」
で
は
（
一
）
等
活
地
獄
か
ら
（
八
）
無
間
地
獄
ま
で

が
階
層
別
に
図
式
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
に
（
七
）
極
熱
地
獄
の
説
明
が
な
い
こ
と
を
不
審
に
思
い
、
脱
文
と
み
な
し
て
補
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
古
活
字
本
に
比
べ
、
本
文
が
二
十
二
字
、
つ
ま
り
一
行
と
二
字
分
増
え
た
が
、
第
十
七
丁
裏
の
六
・
七
行
目
を
二
十
一
字
に
詰
め
た
た

め
、
八
行
目
以
降
は
き
っ
か
り
一
行
の
ズ
レ
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
覆
刻
の
際
、
古
活
字
本
の
欠
文
を
補
っ
た
例
で
あ
る
が
、
宋
版
四
十
巻
本
・
永
楽
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南
蔵
本
・
嘉
興
蔵
本
（
洪
武
南
蔵
本
で
は
欠
巻
）
と
も
こ
の
二
十
二
字
が
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
覆
刻
の
際
に
独
自
の
判
断
で
補
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
宋

版
四
十
巻
本
は
志
磐
の
生
前
に
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
欠
文
は
志
磐
以
来
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
佐
藤
氏
は
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
ず

に
、
覆
古
活
字
本
と
共
通
点
の
多
い
卍
続
蔵
本
を
大
正
蔵
本
と
比
較
し
て
、
大
正
蔵
本
に
こ
の
二
十
二
字
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
正
蔵
本
の
単
純
な
誤
脱
で
あ
ろ

う
と
す
る
。

（
17
）　

な
お
大
正
蔵
本
の
底
本
で
あ
る
増
上
寺
報
恩
蔵
所
蔵
の
嘉
興
蔵
本
は
二
序
本
で
あ
る
。

（
18
）　

野
沢
佳
美
『
明
代
大
蔵
経
史
の
研
究―

南
蔵
の
歴
史
学
的
基
礎
研
究―

』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
十
月
）
第
Ⅰ
部
第
四
章
「
定
巌
浄
戒
・
玄
極
居
頂
の
南

蔵
入
蔵
著
述
に
つ
い
て―

北
蔵
除
外
の
背
景―

」、
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
流
伝
と
出
版
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
76
輯
、

二
〇
〇
六
年
三
月
）
を
参
照
。

（
19
）　
「
入
れ
版
」
と
は
、
佛
教
大
学
の
松
永
知
海
氏
が
『
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
対
校
黄
檗
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
』（
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九

八
九
年
十
二
月
）
の
「
解
題
」
の
中
で
使
用
し
て
以
来
、
氏
の
論
文
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
言
葉
で
、
鉄
眼
が
檗
蔵
を
刊
行
し
た
当
初
の
檗
蔵
収
録
経
典
の
う

ち
、
嘉
興
蔵
本
を
底
本
と
せ
ず
、
朝
鮮
版
や
和
刻
本
を
版
下
に
用
い
た
り
、
町
版
の
版
木
を
使
っ
て
印
刷
し
た
経
典
の
こ
と
を
指
す
。

（
20
）　

拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
受
容
と
出
版
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
を
参
照
。

（
21
）
あ
る
特
定
の
場
合
と
は
、
一
冊
に
収
ま
り
き
ら
な
い
大
部
の
経
典
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
典
の
場
合
、
一
冊
中
に
二
字
の
千
字
文
が
混
在
し
て
も
、

そ
の
経
典
を
検
索
す
る
上
で
さ
し
た
る
影
響
は
な
い
た
め
、
千
字
文
に
対
す
る
配
慮
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
大
宝
積
経
』
は
、
百
二
十
巻
中
、

巻
第
九
至
第
十
二
を
収
め
る
一
冊
に
千
字
文
「
龍
（
九
・
十
）」
と
「
師
（
一
・
二
）」
が
同
居
し
て
い
る
。

（
22
）　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
月
山
寺
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
で
は
、
千
字
文
全
六
十
字
の
う
ち
第
一
字
「
天
」
字
の
第
一
冊
の
巻
首
に
扉
絵
、
第
六
十
字

「
奈
」
字
の
末
冊
で
あ
る
第
百
二
十
冊
の
巻
尾
に
韋
駄
天
像
が
あ
る
。

（
23
）　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
月
山
寺
本
第
六
十
八
函
に
は
千
字
文
「
靡
」・「
恃
」
二
字
計
六
冊
を
収
め
、「
靡
」
字
に
は
『
仏
説
首
楞
厳
三
昧
経
』
等
四
経
、「
恃
」
字

に
は
『
賢
劫
経
』
を
収
録
す
る
が
、
扉
絵
は
第
六
十
八
函
の
第
一
冊
の
巻
首
、
韋
駄
天
像
は
第
六
冊
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）　

野
沢
佳
美
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
明
版
嘉
興
蔵
輸
入
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
13
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
を
参
照
。

（
25
）　

な
お
拙
稿
「
江
戸
時
代
の
和
刻
本
仏
典
の
出
版
と
黄
檗
版
大
蔵
経―
成
田
山
仏
教
図
書
館
蔵
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
を
手
が
か
り
に―

」（『
日
本
漢
文
学
研

究
』
第
２
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
手
が
か
り
に
、『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
の
和
刻
本
が
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

た
こ
と
が
あ
る
。

（
26
）　

松
永
知
海
「
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
目
録
」（『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
附
録
』、
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇

四
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

（
27
）　
『
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
對
校
黄
檗
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
』（
前
掲
）、
内
山
純
子
・
渡
辺
麻
里
子
『
曜
光
山
月
山
寺
了
翁
寄
進
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
』

（
曜
光
山
月
山
寺
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
を
参
照
。
な
お
前
者
は
巻
第
二
十
二
を
欠
巻
と
す
る
が
、
こ
れ
は
巻
第
二
十
一
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
28
）　

新
勝
寺
本
は
巻
第
三
十
至
第
三
十
三
を
欠
く
十
四
冊
本
で
あ
る
が
、
こ
の
四
巻
は
上
越
本
の
第
八
冊
に
当
た
る
。
ま
た
新
勝
寺
本
は
改
装
本
で
あ
る
が
、
両
本
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の
分
冊
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
な
お
国
会
図
書
館
に
も
同
版
が
一
部
単
独
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
分
冊
は
若
干
異
な
る
。

（
29
）　

な
お
上
越
本
は
文
政
年
間
の
印
造
で
あ
る
。

（
30
）　

古
活
字
本
が
宋
版
四
十
巻
本
に
な
い
宗
暁
の
伝
を
何
に
よ
っ
て
収
録
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。

（
31
）　

な
お
東
総
本
Ａ
は
二
十
一
冊
本
で
あ
り
、
か
つ
版
面
の
状
態
が
東
洋
文
庫
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
駒
本
Ｂ
よ
り
以
前
に
刷
ら
れ
た
単
行
本
に
違
い
な
い

が
、
今
回
調
査
し
た
傷
の
箇
所
か
ら
は
、
檗
蔵
入
れ
版
前
の
刷
り
か
、
改
刻
後
の
刷
り
か
は
確
定
で
き
な
か
っ
た
。
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